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本論文は、田口和夫教授を中心とした自主ゼミである、説話

ゼミ(旧今昔ゼミ)の活動の報告である。『鈴鹿本今昔物語集』

の影印を読みながら、従来の諸説を確認しつつ、鈴鹿本の字形-

!;.r，!色.!ltt員なとから、新たな問題点を発見・考察し、また解釈

においても従来の説をすすめたところがある。

なお、本論は目録編を合め、『鈴鹿本今昔物語集』の第26話

から第40話までを範囲としている。

This article is a report on the activity of the “Setsuwa"" 

seminar in which Professor Taguchi is the leader. While 

r巴adingthe “Ei-in.. of“Suzukabon Konjaku Monogatari Shu... 

we checked hisoric interpretations and recent discoveries and 

considered the new points through the form of the characters. 

the color of the ink. and parts destroyed by insects. Also we 

looked into the current opinions about interpretation 

The article includes the contents and covers stories 26.40 

of ..Suzukabon Konjaku Monogatari Shu.. 
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は
じ
め
に

『鈴鹿本今背物詩集J巻 ..1九のliJf究(四)

本
稿
は
『
言
語
と
文
化
』
第
十
六
号
(
一

1
七
話
)
、
第

十
七
号
(
八

1
十
五
話
)
、
第
十
八
号
(
十
六
話
1
二
十
五
話
)

に
載
せ
た
「
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
』
巻
却
の
研
究
」
の
続

稿
で
あ
る
。
ス
ペ
ー
ス
を
節
約
す
る
た
め
に
、
前
稿
と
同
じ

く
、
各
話
の
要
約
は
省
略
し
た
。
記
述
の
手
順
は
前
稿
と
同

じ
く
、
問
題
部
分
に
つ
い
て
の
鈴
鹿
本
の
所
在
(
丁
と
表
裏
)

と
問
題
箇
所

(11を
付
す
)
を
含
む
部
分
を
挙
げ
、
鈴
鹿

本
と
表
記
の
形
式
を
同
じ
く
す
る
旧
大
系
に
お
け
る
所
在
を

(
)
の
中
に
記
す
。
次
に
〔
各
説
〕
と
し
て
参
照
資
料
の

注
の
う
ち
注
目
す
べ
き
も
の
を
挙
げ
、
〔
考
説
〕
と
し
て
考

え
た
こ
と
を
記
す
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
節
約

の
た
め
各
説
の
引
用
は
簡
略
化
し
た
。

本
文
編

日
向
守
殺
害
生
調
矧
制
対

O
標
題
の
「
第
廿
六
」
は
依
然
右
に
倒
れ
る
字
形
と
な
る
。

前
号
に
注
目
し
た
も
の
と
同
じ
現
象
で
あ
り
、
追
記
と
考
え

る
。
以
下
の
説
話
標
題
に
お
い
て
も
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
も

の
に
は
傍
線
を
施
し
た
。

鈴
鹿
本
巻

m
・
4
丁
裏

(
脱
頁

3
行
)

〔
考
説
〕
諸
注
「
給
ハ
ム
-
こ
で
句
点
を
打
ち
、
意
訳
す
る
。

熟
さ
な
い
表
現
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
テ
・
ニ
」

は
片
仮
名
双
行
の
左
側
の
字
で
、
こ
れ
が
無
け
れ

ば
「
此
モ
彼
モ
シ
給
ハ
ム
事
ハ
」
と
な
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
理
解
で
き
る
。
書
写
過
程
で
誤
り
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
後
の
「
然
気
元
シ
ニ
テ

ナ
ム
将
行
ケ
ル
」
も
熟
さ
ぬ
表
現
で
あ
り
、
「
然

気
元
(
さ
り
げ
な
く
)
シ
テ
ナ
ム
」
と
あ
り
た
い
。
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主
殿
頭
源
章
家
造
罪
詞
剰
制
廿

鈴
鹿
本
巻

m
・
6
丁
裏
幼
キ
子
ヲ
セ
、
ラ
カ
ス
様
ニ
我
カ

子
我
カ
子
ト
云
テ

1
ケ
レ
ハ
(
胤
頁
8
行
)

〔
考
説
〕
諸
注
子
供
を
あ
や
す
仕
草
で
あ
る
こ
と
は
一
致
し

て
い
る
。
旧
・
新
全
集
が
巻
お
第
お
話
の
「
シ
ヮ
、



第19号

リ
」
と
同
様
と
す
る
の
は
注
目
す
べ
く
、
そ
れ
を

旧
大
系
で
は
本
文
「
シ
ソ
、
リ
」
と
し
て
新
撰
字

鏡
の
「
ヒ
ソ
、
リ
」
の
「
ソ
、
リ
」
と
同
義
と
し

て
「
ヒ
ル
と
同
じ
く
、
穀
類
を
ミ
な
ど
で
ふ
る
う

こ
と
。
弦
は
、
そ
の
揺
り
動
か
す
動
作
を
幼
児
を

抱
き
上
げ
て
あ
や
す
こ
と
に
転
じ
も
ち
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
こ
れ
は
納
得
で
き
る
見
解

で
あ
る
。
名
義
抄
に
竹
冠
に
麗
の
字
を
「
フ
ル
ヒ
、

ヒ
ソ
、
ル
」
と
訓
ず
る
例
も
あ
る
。
結
局
、
「
シ
ヮ
、

リ
」
「
シ
ソ
、
リ
」
は
「
ヒ
ソ
、
リ
」
の
誤
写
と

す
べ
く
、
こ
こ
の
空
格
に
は
「
ヒ
ソ
、
リ
」
を
想

定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ι語と文化文教大学

住
清
水
南
辺
乞
食
以
女
謀
入
人
殺
調
矧
剖
刈

鈴
鹿
本
巻
却
・
叫
丁
裏
(
標
題
)

〔
考
説
〕
「
住
清
水
南
辺
乞
食
」
は
肉
太
大
字
、
「
謀
入
人
殺
」

は
小
さ
く
な
る
が
上
と
一
筆
か
。
稲
垣
泰
一
氏
と

と
も
に
京
都
大
学
図
書
館
貴
重
書
庫
に
於
て
修
復

な
っ
た
鈴
鹿
本
を
全
帖
一
見
し
た
時
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
こ
の
太
字
部
分
は
青
墨
で
他
と
は
異
な
る
。

「
以
女
」
は
補
入
、
「
語
第
廿
八
」
は
前
号
で
指
摘

し
た
話
番
号
の
追
記
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
「
以

女
」
の
補
入
も
目
録
と
同
筆
ら
し
く
、
話
番
号
追

記
と
同
時
と
考
え
ら
れ
る
。

鈴
鹿
本
目
録
の
標
題
は
「
第
八
」
で
あ
る
。
単

純
に
「
廿
」
を
書
き
落
と
し
た
も
の
と
判
断
で
き

る
が
、
こ
の
よ
う
に
誤
る
の
は
目
録
で
は
標
題
に

続
け
て
話
番
号
を
書
い
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る。
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鈴
鹿
本
巻
却
・
叫
丁
裏
歩
ナ
ル
女
ノ
糸
浄
気
ニ
テ
ヤ
カ

ニ
着
物
ナ
ト
ア
ル
(
郎
頁
ロ
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
・
新
全
集
「
ナ
ヨ
(
ヤ
カ
)
」

O
新
大
系
「
ア

テ
(
貴
)
」

〔
考
説
〕
新
大
系
は
「
平
安
時
代
に
「
な
よ
や
か
」
の
語
形

は
な
い
」
と
す
る
が
、
日
本
国
語
大
辞
典
に
狭
衣

の
用
例
を
引
く
。
「
な
よ
よ
か
」
と
と
も
に
衣
装

に
用
い
ら
れ
る
形
容
で
あ
り
、
全
集
説
に
従
う
。



な
お
、
角
川
古
語
大
辞
典
は
「
な
よ
や
か
」
を

立
項
せ
ず
、
「
な
よ
よ
か
」
の
中
に
「
な
や
や
か
」

(
宇
津
保
・
楼
上
上
)
を
引
く
の
で
「
ナ
ヤ
ヤ
カ
」

も
あ
り
得
る
か
。

『鈴鹿本今昔物語集』巻二十九の研究(四)

鈴
鹿
本
巻
却
・
必
丁
裏
夜
モ
淵
到
刈
レ
ハ
(
鵬
頁
日
行
)

〔
考
説
〕
諸
翻
刻
は
「
ヌ
レ
ハ
」
と
し
て
い
る
が
、
字
形
は

「
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
「
夜
も
ふ
け
む

ず
れ
ば
」
と
な
る
が
「
夜
モ
深
更
ヌ
レ
ハ
」
と
あ

る
べ
き
所
で
あ
り
、
諸
翻
刻
に
従
い
「
ヌ
」
と
判

断
す
る
。
こ
こ
に
限
ら
ず
鈴
鹿
本
に
お
け
る
「
ス
・

ヌ
」
の
表
記
は
紛
ら
わ
し
い
。

謀
寄
セ
テ
ハ
樹
刈
刈
際
ニ
(
即
頁

鈴
鹿
本
巻

m
・
必
丁
表

5
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
・
新
全
集
類
東
名
義
抄
を
引
い
て
「
ふ
ス
ル
」

と
読
む
。

O
新
大
系
「
「
ふ
ス
ル
」
と
読
む
こ
と

も
で
き
な
く
は
な
い
が
、
「
寝
ヌ
ル
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。
」

〔
考
説
〕
「
ふ
ス
」
は
直
近
に
「
入
テ
臥
ヌ
」
「
云
臥
タ
ル
ニ
」

と
あ
る
よ
う
に
「
臥
」
を
用
い
て
い
る
の
で
、
新

大
系
説
に
従
う
。
前
項
に
記
し
た
よ
う
に
「
ス
・
ヌ
」

.
は
紛
ら
わ
し
い
。

女
被
乞
匂
棄
子
逃
調
剰
剖
刈

鈴
鹿
本
巻
却
・
必
丁
裏
側
M
J
キ
テ
走
ル
ヲ
(
別
頁
l
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
は
巻
沼
第
認
の
同
倒
に
つ
い
て
諸
辞
書

を
引
い
て
検
討
し
「
ア
ヘ
タ
ク
」
を
「
「
ア
ヘ
ク
」

と
「
ス
タ
ク
」
の
混
滑
に
よ
る
も
の
と
す
る
な
ら

ば
、
後
者
に
就
く
べ
き
で
あ
る
が
、
後
考
を
侠
つ
」

と
す
る
。

O
旧
・
新
全
集
「
あ
へ
タ
キ
テ
」

O
新

大
系
「
「
す
タ
キ
テ
」
「
哨
」
に
は
「
あ
へ
く
」
の

読
み
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
送
仮
名
か
ら
判

断
し
て
か
く
読
む
。
」

〔
考
説
〕
旧
大
系
の
引
く
「
ス
タ
キ
ア
ヘ
グ
」
・
「
ア
ヘ
ギ
ス

タ
ク
」
は
後
の
用
例
で
は
あ
る
が
、
「
ア
ヘ
グ
」

と
「
ス
タ
ク
」
が
同
義
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
混
靖
と
み
る
よ
り
「
ス
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タ
ク
」
に
「
瑞
」
字
を
当
て
た
と
見
て
、
新
大
系

に
従
う
。
後
の
第
お
話
も
同
例
。

第19号

上
総
守
維
時
郎
等
打
墜
六
被
突
殺
語
第
三
十

O
標
題
は
一
筆
と
思
わ
れ
る
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
却
丁
裏
上
到
リ
万
ヲ
(
肌
頁
4
行
)

〔
考
説
〕
諸
注
「
ヨ
」
破
損
と
す
る
が
、
わ
ず
か
に
縦
画
が

残
る
。

言語と文化

鈴
鹿
本
巻

m
・
却
丁
裏
被
突
殺
刈
レ
ハ
(
肌
頁
7
行
)

〔
考
説
〕
諸
翻
刻
「
ヌ
レ
ハ
」
と
す
る
。
そ
う
あ
る
べ
き
所

で
あ
る
。
「
ス
」
と
「
ヌ
」
が
紛
ら
わ
し
い
例
で
あ
る
。

文教大学

聞
ク
人
云
詩
ケ
ル
ト
ナ
ム

(
肌
頁

鈴
鹿
本
巻
却
・
却
丁
裏

日
行
)

〔
考
説
〕
「
詩
」
字
、
は
じ
め
木
偏
を
書
き
始
め
て
、
言
偏
と

す
る
。

鎮
西
人
渡
新
羅
倒
劇
調
矧
州
寸

O
標
題
「
値
虎
語
第
品
川
こ
は
墨
色
が
薄
い
。
あ

る
い
は
追
記
か
。

陸
奥
田
狗
山
狗
咋
殺
大
蛇
詞
剰
州
斗

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表
不
免
サ
ス
シ
テ
咋
付
タ
ル
ヲ
見
レ

ハ
対
剖
刑
六
七
寸
許

(
m
m
頁
7
行
)

〔
考
説
〕
「
テ
」
は
「
天
」
に
見
え
る
が
、
始
め
「
モ
」
と
書

き
「
テ
」
に
訂
し
た
も
の
。
「
大
キ
サ
」
は
本
来
「
太

サ
」
と
あ
る
べ
き
か
。
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鈴
鹿
本
巻
mm
・
白
丁
裏
思
ヒ
静
刊
(
胤
頁
団
行
)

〔
各
説
〕

O
新
大
系
は
「
底
本
「
テ
」
か
。
破
損
の
た
め
不

分
明
」
と
し
て
、
諸
本
の
「
壬
ア
」
「
メ
テ
」
と

あ
る
を
引
く
。

〔
考
説
〕
残
画
か
ら
見
て
、
「
テ
」
は
確
実
。
「
静
」
字
の
右

下
に
わ
ず
か
に
墨
が
見
え
る
が
、
「
メ
」
を
置
く

程
の
ス
ペ
ー
ス
で
は
な
く
、
汚
れ
と
判
断
す
る
。



肥
後
国
鷲
咋
殺
蛇
調
剰
州
ヨ

鈴
鹿
本
巻
泊
・
白
丁
裏
榎
ノ
木
ノ
叶
槻
ヨ
リ
(
防
頁
6
行
)

〔
考
説
〕
旧
・
新
全
集
、
新
大
系
「
し
た
え
」
と
読
む
が
、
「
し

づ
え
」
ま
た
は
「
し
た
え
だ
(
古
本
説
話
集
臼
)
」

と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『鈴鹿本今昔物詩集』巻二十九の研究(凹)

縛
ル
様
ニ
レ
ハ

(
防
頁

鈴
鹿
本
巻

m
・
白
丁
裏
臼
丁
表

日
行
)

〔
考
説
〕
新
大
系
は
「
該
当
す
る
語
は
想
定
し
が
た
い
が
、
し

め
あ
げ
る
動
作
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
が
、

旧
・
新
全
集
は
「
「
ネ
ヅ
」
の
漢
字
表
記
を
期
し
た

意
識
的
欠
字
」
と
し
て
い
る
。
巻
第
十
第
十
二
話
の

「
ネ
ヂ
テ
」
の
片
仮
名
大
字
表
記
に
徴
す
れ
ば
、
そ

れ
が
妥
当
と
言
え
る
が
、
巻
却
第
ロ
話
に
「
捻
抜
テ
」

と
あ
り
、
諸
翻
刻
「
ね
ぢ
ぬ
き
」
と
訓
ず
る
事
に
よ

れ
ば
、
「
ネ
ヅ
」
の
漢
字
表
記
は
巻
却
で
は
可
能
と

も
言
え
る
。
あ
る
い
は
「
シ
ム
(
絞
む
)
」
も
想
定

で
き
る
か
。

三
切
レ
ニ
咋
切
テ
舞
ヲ
以
テ
咋
ツ

鈴
鹿
本
巻
却
・
日
丁
表

(
鴎
頁

2
・3
行
)

〔
考
説
〕
「
咋
刈
」
は
諸
翻
刻
「
咋
ッ
、
」
と
す
る
。
虫
損

で
見
え
な
い
が
、
旧
大
系
も
踊
り
字
を
置
く
の
で
、

見
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
三
切
レ
」
は
、
三
度

「
咋
切
」
っ
て
い
る
の
で
、
「
四
切
レ
」
に
な
る
筈

で
あ
る
。
頭
部
を
別
に
し
て
、
胴
・
尾
部
を
「
三

切
レ
」
と
し
た
か
。

民
部
卿
忠
文
鷹
知
本
主
調
剰
州
四

鈴
鹿
本
巻
却
・
臼
丁
裏
其
時
ニ
卿
ノ
重
明
ノ
親
王

(
附
頁
凶
行
)

〔
考
説
〕
空
格
は
諸
注
「
意
識
的
欠
字
」
と
し
、
「
中
務
ま

た
は
式
部
」
を
想
定
す
る
こ
と
は
一
致
す
る
。
巻

幻
の
第
6
話
に
「
式
部
卿
ノ
宮
」
と
あ
る
こ
と
も

注
さ
れ
る
。
「
中
務
ま
た
は
式
部
」
の
い
ず
れ
か

に
迷
っ
て
空
格
と
し
た
と
見
る
よ
り
も
、
今
昔
編

者
は
巻
幻
第
6
話
の
そ
れ
と
本
話
の
「
重
明
親
王
」

が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
か
っ
た
も
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の
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
今
野
達
氏
が

指
摘
さ
れ
た
貴
族
・
官
人
と
し
て
の
知
識
欠
加
の

例
と
見
る
の
で
あ
る
。

第19サ

鈴
鹿
本
巻

m-M丁
表
木
幡
ノ
辺
ニ
テ
試
刈
(
即
頁
7
行
)

〔
考
説
〕
旧
大
系
、
旧
・
新
全
集
は
「
ト
」
を
破
損
欠
字
と

し
、
新
大
系
は
「
ム
ト
」
を
破
損
と
す
る
。
修
復

に
よ
り
「
ム
」
は
見
え
る
。
「
ト
」
は
大
き
い
虫

損
で
見
え
な
い
。
な
お
、
孜
誼
今
昔
物
語
集
は
こ

こ
を
「
ム
ト
」
と
す
る
。

;:-iOs{fと文化文教大学

鈴
鹿
本
巻
泊
・
日
丁
裏
附
ノ
鷹
ヲ
(
即
頁
9
行
)

〔
考
説
〕
旧
大
系
「
底
本
、
破
損
の
た
め
定
か
で
は
な
い
が
、

か
く
判
じ
た
」
と
し
て
以
来
、
諸
注
同
趣
。
修
復

後
「
此
」
の
左
右
の
残
画
が
見
え
る
。
な
お
、
孜

誼
今
昔
物
語
集
は
こ
こ
を
「
此
ノ
」
と
す
る
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
日
丁
裏

ニ
ハ
(
即
頁
日
行
)

故
ヲ
思
ヒ
専
ニ
親
カ
ラ
ム
人
ノ
為

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
「
フ
ル
キ
と
よ
ん
で
故
旧
の
意
に
取
る

説
も
あ
る
が
、
常
套
の
結
語
(
中
略
)
な
ど
の
例

よ
り
す
れ
ば
、
な
お
、
ユ
エ
と
よ
み
、
這
一
般
の
事

情
を
考
え
て
の
意
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

O
旧

全
集
「
こ
れ
ら
の
事
情
を
考
え
て
」

O
新
大
系
「
事

情
を
わ
き
ま
え
て
」

〔
考
説
〕
諸
注
、
旧
大
系
の
説
に
従
っ
て
い
る
が
、
鷹
の
例

も
人
に
言
及
す
る
場
合
も
「
親
し
く
自
分
を
知
っ

て
く
れ
る
者
」
の
意
で
「
本
主
」
・
「
親
カ
ラ
ム
人
」

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
旧
大

系
が
捨
て
た
「
故
旧
」
も
あ
な
が
ち
当
ら
ぬ
も
の

で
も
な
い
。
こ
こ
は
「
旧
知
(
ふ
る
な
じ
み
こ

の
意
と
し
て
「
フ
ル
キ
」
説
を
採
る
。

-184-

(7) 

鎮
西
濃
打
殺
鷲
為
報
恩
与
女
詞
制
州
到

鈴
鹿
本
巻

m
-
M丁
裏
猿
ノ
居
ル
引
去
来
行
テ
(
別
頁
7

行
)

〔
考
説
〕
諸
翻
刻
「
ゾ
」
と
し
て
こ
こ
で
終
止
す
る
が
、
第

一
画
と
見
え
る
点
は
左
か
ら
右
に
水
平
に
引
か
れ



て
お
り
、
「
ヲ
」
と
見
た
場
合
の
第
一
画
部
分
が

虫
損
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、
こ
こ
は
「
ヲ
」
と

認
定
す
る
。
な
お
、
致
誼
今
昔
物
語
集
は
こ
こ
を

「
ヲ
」
と
す
る
。

f鈴鹿本今昔物語集j巻二十九の研究(四)

貝
ノ
口
ニ
差
入
レ
テ
ケ
レ
パ

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表

(
鴎
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
・
新
全
集
「
「
ネ
ヂ
」
の
漢
字
表
記
を
期
し

た
意
識
的
欠
字
。
」

O
新
大
系
「
漢
字
表
記
を
期

し
た
欠
字
。
「
ネ
ヂ
(
捻
こ
が
想
定
さ
れ
て
い
る

が
、
「
コ
ジ
(
剥
)
」
が
妥
当
か
。
」

〔
考
説
〕
「
ネ
ヂ
」
は
防
頁
日
行
の
空
格
に
つ
い
て
見
た
よ

う
に
、
漢
字
表
記
は
不
可
能
で
は
な
い
。
新
大
系

の
「
コ
ジ
」
は
、
巻
目
第
四
話
に
「
大
ナ
ル
金
箸

ヲ
以
テ
、
僧
ノ
口
ニ
入
レ
テ
剥
レ
パ
、
口
有
ル
限

リ
開
ヌ
」
の
「
剥
」
を
「
コ
ヅ
」
と
訓
じ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
も
漢
字
表
記
可
能
で
あ
る
。
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
本
話
の
場
合
は
「
コ
ヂ
」
と
す
る

方
が
内
容
的
に
は
適
当
で
あ
り
、
編
者
が
「
剥
」

の
既
出
例
に
思
い
至
ら
な
か
っ
た
と
見
て
、
「
コ

ヂ
」
を
採
る
。

其
ノ
則
ヲ
ハ
和
ラ
引
抜
テ
(
瑚
頁

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表

日
行
)

〔
考
説
〕
貝
の
口
に
木
を
「
コ
ヂ
」
入
れ
て
、
猿
の
手
が
抜

け
る
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
こ
こ
は
「
木
ヲ
パ

和
ラ
引
抜
テ
」
と
な
る
筈
で
あ
る
。
後
に
続
く
「
沙

ニ
掻
埋
テ
ケ
リ
」
に
意
識
が
行
っ
て
し
ま
っ
て

「
貝
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

-183-
(8) 

事
吉
気
顔
造
テ

1
居
ケ
レ
ハ
(
鴎

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
裏

頁
口
行
)

〔
考
説
〕
諸
注
意
識
的
欠
字
と
し
、
旧
・
新
全
集
は
猿
の
鳴

き
声
で
あ
る
「
ヵ
、
メ
キ
」
を
想
定
す
る
。
新
大

系
は
想
定
な
し
。
新
潮
古
典
集
成
は
「
頭
を
下
げ

る
動
作
、
例
え
ば
ウ
ナ
ヅ
キ
の
ご
と
き
語
で
は
な

い
か
。
「
う
な
づ
く
」
は
巻
5
第
3
話
に
仮
名
書

き
の
例
が
あ
る
」
と
す
る
。
「
ヵ
、
メ
キ
」
は
本



話
に
お
け
る
直
前
の
仮
名
書
き
大
字
の
例
な
の
で
、

直
後
の
こ
こ
を
空
格
に
す
る
の
は
不
都
合
で
あ
ろ

う
。
新
潮
の
想
定
に
従
い
「
ウ
ナ
ヅ
キ
」
を
採
る
。

言語と文化第19号

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
裏
山
知
テ
懲
ヨ
、
和
御
許
(
別
頁
5
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
「
(
だ
か
ら
言
わ
ぬ
こ
と
で
は
な
い
)
こ

れ
で
十
分
に
お
懲
り
に
な
っ
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う・」

O
旧
・
新
全
集
「
直
訳
す
れ
ば
、
こ
の
失
敗
(
猿

に
裏
切
ら
れ
た
こ
と
)
を
梅
い
て
再
び
こ
ん
な
こ

と
を
す
る
ま
い
と
心
に
決
め
な
さ
い
な
、
」

O
新
大

系
「
こ
れ
で
思
い
知
っ
た
か
。
」

〔
考
説
〕
能
〈
黒
塚
〉
に
「
さ
て
懲
り
よ
」
、
〈
鉄
輪
〉
に
「
さ

て
懲
り
や
、
思
ひ
知
れ
」
と
あ
る
。
新
大
系
の
注

は
先
に
行
き
過
ぎ
か
。
旧
大
系
の
ご
と
く
「
こ
れ

で
懲
り
る
が
い
い
よ
」
程
度
で
よ
い
だ
ろ
う
。
な

お
、
新
潮
は
「
然
て
こ
そ
よ
」
の
本
文
に
よ
っ
て
、

そ
れ
が
本
来
の
表
現
と
す
る
説
を
述
べ
て
い
る
が
、

鈴
鹿
本
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
成
り
立
た
な
い
。

文教大学

鈴
鹿
本
巻

m・
白
丁
表
亦
鷲
飛
ノ
来
タ
ル
ヲ
(
抑
頁
1
行
)

〔
各
説
〕

O
新
大
系
「
底
本
、
内
閣
林
本
「
鷲
飛
ノ
来
」
に

作
り
、
底
本
は
「
飛
」
と
「
ノ
」
の
聞
に
反
読
符

が
あ
る
模
様
。
反
読
符
に
従
っ
て
か
く
整
定
す
る
。

諸
本
は
「
鷲
飛
来
」
に
作
る
。
」

O
新
全
集
「
底

本
「
鷲
飛
ノ
」
と
あ
る
が
「
ノ
」
の
位
置
の
誤
と

み
る
。
」

〔
考
説
〕
鈴
鹿
本
修
復
に
よ
っ
て
、
新
大
系
が
言
及
し
た
反

読
符
と
見
え
た
も
の
は
虫
損
痕
と
認
定
で
き
る
。

結
果
は
同
じ
「
鷲
ノ
飛
」
だ
が
、
新
全
集
の
説
に

従
う
。

-182-
(9) 

我
レ
ニ
恩
引
酬
ム
ト
テ
(
抑
頁
2

鈴
鹿
本
巻
却
・
日
丁
裏

F

行
)

〔
考
説
〕
虫
損
の
た
め
「
ヲ
」
の
斜
画
し
か
残
ら
な
い
が
、

当
然
諸
翻
刻
の
ご
と
く
「
ヲ
」
で
あ
る
。

於
鈴
鹿
山
蜂
盤
殺
盗
人
語
第
州
対

O
標
題
の
話
番
号
の
「
品
川
六
」
は
他
の
書
体
と
違
つ



て
小
さ
く
切
れ
が
悪
い
。

鈴
鹿
本
巻
却
・
回
丁
表
造
リ
置
テ
倒
ぺ
事
ニ
モ

(m頁
叩

行
)

〔
考
説
〕
新
大
系
は
「
他
ノ
」
を
破
損
と
す
る
が
、
修
復
さ

れ
て
見
え
る
。

『鈴鹿本今日ー物.ilfllU巻二十九の研t先(1国)

蜂
擬
報
蜘
昧
怨
語
矧
州
廿

鈴
鹿
本
巻
却
・
回
丁
裏
其
ノ
|
長
ク
引
テ
(
加
頁
1
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
「
諸
本
欠
字
。
六
行
以
下
の
欠
字
も
皆

同
一
物
に
係
る
。
前
後
の
文
脈
か
ら
す
る
と
、
「
網
」

で
は
な
く
、
蜘
昧
の
巣
か
ら
、
一
本
長
く
引
い
た

筋
で
、
そ
の
筋
を
伝
っ
て
蜘
妹
が
自
分
の
身
を
隠

し
、
獲
物
を
窺
う
、
連
絡
用
の
一
本
の
筋
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
」

O
旧
・
新
大
系
「
「
イ
」
の

漢
字
表
記
を
期
し
た
意
識
的
欠
字
。
く
も
の
糸
を

さ
す
」

O
新
大
系
「
ク
モ
の
巣
を
構
成
す
る
枠
糸

あ
る
い
は
縦
糸
に
相
当
す
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
知

ら
れ
る
。
」

〔
考
説
〕
諸
説
皆
同
様
で
、
旧
大
系
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。

ク
モ
の
「
網
」
も
「
糸
」
も
同
音
の
「
イ
」
で
あ

る
た
め
に
「
糸
」
の
意
味
の
「
蜘
昧
の
イ
」
が
漢

字
表
記
で
き
ず
、
空
格
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

母
牛
突
殺
狼
調
剰
州
刈

鈴
鹿
本
巻
却
・
印
丁
裏
猿
ハ
死
テ
皆
テ
ナ
ム

行
)

〔
考
説
〕
新
大
系
が
「
漢
字
表
記
を
期
し
た
欠
字
。
す
っ
か

り
潰
れ
て
い
た
と
い
う
意
で
、
「
ヒ
シ
ゲ
」
が
相

当
す
る
か
。
」
と
す
る
に
従
う
。

(
加
頁
6

-181-
(10) 

鈴
鹿
本
巻
却
・
印
丁
裏

(
獅
頁

9
行
)

〔
考
説
〕
諸
注
「
カ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
ツ
」
と
す
る
事

同
じ
。
初
め
「
奴
ガ
」
と
画
い
て
「
奴
ハ
」
と
訂
し
、

「
カ
」
を
ミ
セ
ケ
チ
す
る
と
き
に
捨
て
仮
名
の
「
ツ
」

を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
誤
写
訂
正
の
つ
い
で
で

あ
っ
た
と
見
る
。 賢

キ
奴
村
町
〕

ツ
ハ
此
ソ
有
ケ
ル



第19号

蛇
見
女
陰
発
欲
出
穴
当
万
死
語
第

O
標
題
話
番
号
欠
。
新
全
集
が
も
っ
と
も
詳
し
い
の
で
引
く
。

「
本
話
と
次
話
の
話
番
号
、
底
本
に
な
し
。
ま
た
本
巻
総
題

に
も
こ
の
二
話
の
標
題
が
な
い
こ
と
か
ら
、
総
題
の
書
か
れ

た
後
で
、
こ
の
二
話
が
追
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
本
集
の
成

立
に
一
つ
の
問
題
を
残
す
。
な
お
、
付
言
す
る
な
ら
ば
、
標

題
の
「
女
陰
」
は
本
集
で
は
「
開
・
(
門
構
え
に
也
)
(
ツ
ピ
こ

が
ふ
つ
う
。
本
文
中
に
「
下
主
」
(
「
下
衆
」
が
ふ
?
っ
)
の

字
を
用
い
る
の
も
こ
こ
だ
け
、
と
い
う
点
も
指
摘
で
き
る
。
」

と
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
二
話
の
追
記
の
時
期
が
い
つ
で
あ
っ

た
か
と
い
う
問
題
と
関
わ
ろ
う
。
「
ま
と
め
」
に
お
い
て
言

及
す
る
こ
と
と
す
る
。

文教大学言語と文化

築
垣
ニ
向
テ
聞
斗
居
タ
リ
(
捌
頁

鈴
鹿
本
巻

m-m丁
表

4
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
「
ウ
ズ
ク
マ
リ
ニ
」
と
読
み
、
巻
お
第

四
話
の
同
例
の
注
に
「
な
お
、
名
義
抄
の
「
据
」

の
訓
「
ウ
ズ
ヰ
」
、
建
武
四
年
本
論
語
集
解
の
「
原

壌
夷
(
う
す
ゐ
に
し
て
)
侠
待
(
ま
つ
)
」
に
基
き
、

ウ
ズ
ヰ
ニ
と
よ
む
も
一
案
。
」
と
す
る
。

〔
考
説
〕
旧
・
新
全
集
「
ウ
ズ
ク
マ
リ
ニ
」
と
訓
じ
、
ヲ
こ

は
「
テ
」
の
誤
写
か
と
す
る
。
新
大
系
は
巻
お
第

叩
話
の
「
テ
」
の
異
本
注
記
が
あ
る
こ
と
を
記
し

て
「
う
ず
く
ま
り
ニ
」
と
す
る
。
巻
お
第
叩
話
に

同
例
が
あ
る
以
上
、
誤
写
と
す
る
の
は
適
当
で
は

な
い
。
た
だ
し
、
「
う
ず
く
ま
り
ニ
居
」
は
熟
さ

な
い
表
現
に
見
え
る
。
名
義
抄
「
蹄
」
に
よ
っ
て
、

旧
大
系
の
「
う
ず
ゐ
ニ
」
を
採
用
す
る
の
が
適
当

で
あ
ろ
う
。

-180-
(11) 

手
ヲ
被
捕
テ
ソ
制
刈
リ
1

行
ケ
ル

鈴
鹿
本
巻

m-m丁
裏

(
揃
頁
凶
行
)

〔
各
説
〕

O
旧
大
系
は
本
文
「
漸
ッ
、
」
と
し
「
底
本
か
く

作
る
。
「
漸
々
」
を
ス
コ
ブ
ル
と
よ
み
、
同
訓
の
「
微
」

か
ら
推
し
て
、
ス
コ
シ
ヅ
ツ
と
よ
む
べ
き
か
。

O

旧
・
新
全
集
・
新
大
系
は
注
な
く
「
ゃ
う
や
く
ヅ

ツ
」
と
読
む
。

〔
考
説
〕
「
ゃ
う
や
く
ヅ
、
」
は
熟
さ
な
い
表
現
で
、
旧
大



系
が
「
す
こ
し
ヅ
、
」
説
を
出
す
の
は
当
然
と
言

え
る
。
名
義
抄
法
上
に
「
ス
、
ム
」
の
訓
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
す
す
み
ッ
、
」
と
読
ん
で
お
く
。

『鈴鹿本今昔物語集j巻二十九の研究(四)

蛇
見
僧
昼
寝
咋
(
門
構
え
に
牛
)
呑
受
蛭
死
語
第

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
表
土
口
ク
羽
入
ニ
ケ
ル
(
加
頁
日
行
)

〔
考
説
〕
「
寝
」
を
書
く
が
、
鈴
鹿
本
虫
損
で
ほ
と
ん
ど
見

え
な
い
。
旧
大
系
翻
刻
時
は
あ
っ
た
も
の
か
。
旧
・

新
全
集
は
実
践
女
子
大
本
に
よ
り
補
う
と
す
る
。

行
ジ
ツ
ル
時
ニ
蛇
ノ
否
不
堪
テ

鈴
鹿
本
巻
却
・
白
丁
裏

(
加
頁
凶
行
)

〔
考
説
〕
こ
の
辺
り
虫
損
甚
だ
し
く
、
旧
大
系
翻
刻
時
は
存

在
し
た
ら
し
い
が
、
旧
・
新
全
集
は
実
践
女
子
大

本
に
よ
っ
て
「
行
ジ
ツ
ル
」
を
補
い
、
新
大
系
は

「
行
シ
ツ
」
?
こ
を
諸
本
に
よ
り
補
っ
て
い
る
。

第
十
六
号
・
十
七
号
補
訂

(
l
)
本
文
標
題
の
話
番
号
部
分
「
語
第
一
」
「
語
第
一
一
」
「
語

(2) 
第
三
」
「
語
第
四
」
「
盗
人
語
第
五
」
「
語
第
六
」
「
語
第
七
」

に
傍
線
を
施
す
。

本
文
標
題
の
話
番
号
部
分
「
強
盗
語
第
八
」
「
被
殺
語

第
九
」
「
語
第
十
こ
「
告
殺
害
人
語
第
十
一
二
」
「
語
第

十
四
」
「
語
第
十
五
」
に
傍
線
を
施
す
。

ま
と
め

先
行
の
諸
注
を
参
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
た
が
、
語
の
読

み
と
解
釈
、
空
格
の
語
の
想
定
に
お
い
て
、
結
果
と
し
て
異

を
立
て
、
あ
る
い
は
新
説
を
出
し
た
場
合
が
あ
る
。

「
語
第
廿
六
」
の
よ
う
な
、
ほ
ほ
統
一
的
な
追
記
と
考
え

ら
れ
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
お
い
て
次
の
仮
説
を
提

出
し
た
。
①
ま
ず
目
録
の
筆
写
が
行
わ
れ
る
。
②
次
い
で
本

文
の
筆
写
者
が
話
番
号
の
な
い
標
題
と
本
文
を
書
写
す
る
。

③
次
い
で
目
録
の
筆
写
者
が
話
番
号
を
追
記
す
る
。
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〔
鈴
鹿
本
に
お
け
る
編
集
仮
説
〕

巻
却
に
関
し
て
は
以
上
の
仮
説
で
一
応
の
解
釈
は
で
き
る

と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、



な
ぜ
そ
の
よ
う
な
面
倒
な
過
程
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
が
問

題
と
な
ろ
う
。

第19号

鈴
鹿
本
の
原
本
は
未
完
成
と
は
言
え
、
一
応
の
編
集
作
業

を
経
て
い
る
も
の
で
、
そ
れ
を
単
純
に
書
写
し
て
行
っ
た
の

が
鈴
鹿
本
で
あ
る
こ
と
は
、
池
上
淘
一
氏
の
考
証
「
鈴
鹿
本

を
見
つ
め
る
」
に
お
い
て
重
複
誤
写
の
検
討
に
よ
っ
て
提
唱

さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
べ
き
結
論
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
書
写
過
程
の
み
で
は
、
巻
却
の
よ
う
な
面
倒
な

書
写
過
程
は
不
必
要
の
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
巻
却
に
は
目
録

に
な
い
二
話
が
最
後
に
置
か
れ
、
そ
れ
ら
は
話
番
号
も
な
い
。

私
は
鈴
鹿
本
段
階
で
の
編
集
作
業
が
あ
っ
た
こ
と
を
仮
説

と
し
て
提
唱
し
た
い
。
鈴
鹿
本
を
書
写
す
る
場
合
、
一
応
単

純
な
書
写
過
程
を
経
る
が
、
未
完
成
稿
と
の
認
識
が
あ
っ
て
、

さ
ら
な
る
編
集
を
前
提
に
置
き
な
が
ら
書
写
し
て
い
た
た
め

に
、
話
番
号
の
統
一
的
追
記
が
行
わ
れ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
二
話
が
追
加
さ
れ
た
、
こ
の
追
加
は
鈴
鹿
本

の
第
一
次
書
写
完
成
後
に
行
わ
れ
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
新

全
集
が
指
摘
し
た
新
し
い
語
葉
表
記
も
、
こ
の
よ
う
な
編
集

作
業
に
よ
る
別
時
点
の
追
記
の
故
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
こ

言語と文化文教大学

れ
が
巻
却
の
現
状
で
あ
る
と
し
た
い
。

〔
「
ト
ヤ
」
は
「
ト
也
」
で
あ
る
こ
と
〕

説
話
末
の
結
語
表
現
「
ト
ヤ
」
に
つ
い
て
は
、
久
し
く
疑

問
を
い
だ
い
て
い
た
。
「
ヤ
」
の
縦
画
が
あ
ま
り
に
も
長
す

ぎ
る
の
で
あ
る
。
行
末
が
詰
ま
っ
て
い
る
場
合
は
「
ヤ
」
に

見
え
る
が
、
一
般
的
に
は
「
申
」
あ
る
い
は
「
也
」
の
草
体

と
見
る
方
が
自
然
で
あ
り
、
「
申
」
に
し
て
は
右
に
流
れ
て

い
る
の
で
、
「
也
」
の
草
体
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
。
『
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
』
の
参
考
資
料
と
し
て
引

か
れ
た
伴
信
友
の
「
十
二
巻
奈
良
本
批
校
之
間
事
」
に
次
の

指
摘
が
あ
る
。

O
一
章
ノ
終
毎
ニ
也
ノ
字
ヲ
云
々
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
ト

極
帥
ノ
手
ニ
書
リ
写
本
ニ
ヤ
と
書
ル
ハ
ソ
レ
ヲ
写
セ
ル
モ
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ノ
ナ
リ

こ
れ
は
納
得
の
行
く
見
解
で
あ
る
。
伴
信
友
に
な
ら
っ
て
、

私
も
従
来
の
読
み
を
変
更
し
、
「
ト
也
」
と
こ
こ
を
読
む
こ

と
と
し
た
い
。



お
わ
り
に

I鈴鹿本今昔物語集』巻二卜九の研究(凶)

本
誌
第
十
六
号
以
来
、
三
号
に

E
っ
て
連
載
し
て
き
た
鈴

鹿
本
巻
却
の
研
究
も
本
号
を
以
て
完
結
と
な
る
。
鈴
鹿
本
を

原
本
に
よ
っ
て
き
ち
ん
と
読
み
た
い
と
い
う
こ
と
は
、
修
復

な
っ
た
原
本
を
京
都
大
学
図
書
館
貴
重
書
庫
で
一
見
し
て
以

来
の
念
願
で
あ
っ
た
。
国
会
図
書
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

は
微
細
な
点
に
お
い
て
は
確
認
の
し
ょ
う
が
な
い
も
の
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
白
黒
影
印
と
は
言
え
、
精
密
な
印
面

で
確
認
で
き
る
複
製
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
早
速

自
主
ゼ
ミ
の
素
材
と
し
て
読
み
は
じ
め
、
ネ
ッ
ト
上
の
カ

ラ
1
版
も
参
照
し
・
な
が
ら
読
み
進
め
て
来
た
。
一
人
で
は
な

か
な
か
こ
の
よ
う
な
作
業
は
で
き
な
い
。
そ
の
過
程
で
、
結

構
多
く
の
発
見
が
あ
っ
た
。
私
が
発
見
し
、
院
生
の
浦
部
誠

君
が
代
表
で
発
表
し
た
大
乗
院
紙
背
文
書
の
記
事
(
説
話

文
学
研
究
第
幻
号
に
載
せ
る
)
も
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
私
自

身
が
発
表
し
た
古
今
著
聞
集
説
話
と
第
十
六
欠
話
と
の
関

係
(
説
話
文
学
研
究
第
引
号
に
載
せ
る
)
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

私
の
都
合
に
よ
り
、
午
後
の
テ
ニ
ス
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
時

間
帯
の
ゼ
ミ
で
、
夕
方
か
ら
八
時
過
ぎ
に
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
あ
っ
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
教
員
生
活
晩
年
の
至
福

の
時
間
と
言
っ
て
も
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
院
生
・
学
部
生

は
年
々
に
替
わ
っ
た
が
、
替
ら
ず
に
中
心
に
な
っ
て
く
れ
た

伊
賀
北
斗
君
を
ね
、
ぎ
ら
い
た
い
。

説
話
ゼ
ミ
参
加
者
氏
名
教
授

伊
賀
北
斗
浦
部
誠

近
藤
敏
之
塩
崎
隆
洋

挑

偉

麗

渡

辺

麻

衣

子

田
口
和
夫川

上
由
香
理

山
田
麻
美
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